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Ａ.研究目的 

 自傷や他害などの行動障害がある人への支

援については、支援の効果をどのように評価す

るのかということが懸案の一つとなっている。 

国内においては、施策上の概念としての「強度

行動障害」の創設以来、「強度行動障害判定基

準表」（行動障害児者研究会，1989）や、障害

程度区分および障害支援区分の認定調査項目

の中の「行動関連項目」が主要な評価ツールと

して用いられてきた。しかし、これらのツール

は簡便ではあるものの、施策の変化に対応して

項目や基準が調整されてきたことから（五味・

志賀・村岡，2014）、その信頼性や妥当性、福

祉領域以外への汎用性には課題が残されてい

る。 

また、医療現場で開発された異常行動チェッ

クリスト日本語版（ABC-J；小野，2006）の活

用も試みられたが、項目数が多く、有償である

研究要旨 

自傷や他害などの行動障害がある人への支援については、支援の効果をどのように評価す

るのかということが懸案の一つとなっている。行動障害の評価に使用できる簡便で客観的な

評価尺度の開発が求められている。本研究では、欧米で広く使用されている BPI-S（Behavior 

Problems Inventory-Short Form：問題行動評価尺度短縮版；Rojahn et al., 2012a, 2012b）

の日本語版について、強度行動障害者に対する評価者間信頼性および再検査信頼性を検討す

ることを目的として行った。対象は、強度行動障害児者が利用する全国の事業所 18施設に在

籍する行動障害がある者とし、再検査信頼性の対象は 42 名（男：女＝30：12、平均年齢±標

準偏差＝34.23±12.45）、評定者間信頼性の対象は 42 名（男：女＝31：11、平均年齢±標準偏

差＝30.4±8.61）であった。評定者は、実務経験が 1年以上あり、対象への直接支援を 6ヶ月

以上経験している者が選ばれ、再検査信頼性では 2 週間の間隔をあけて BPI-S に回答した。

評定者間信頼性は、対象をよく知る評定者 2 名がそれぞれ独立して BPI-S に回答した。自傷

行動、常同行動、攻撃的／破壊的行動の下位尺度ごとの頻度合計得点、重症度合計得点、およ

び全体の頻度合計得点、重症度合計得点について、級内相関係数（ICC）を求めた。その結果、

再検査信頼性ではいずれの ICC も 0.9 を超え、評定者間信頼性では ICC は 0.518～0.821（い

ずれも p<.001）の値をとり、一定の信頼性を有することが明らかとなった。日本語版 BPI-S

の信頼性が明らかとなり、今後日本での実用化が待たれる。 
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ことから、教育・福祉現場への普及は限定的で、

より簡便かつ客観的に評価ができる評価尺度

の開発が求められている。 

現在、欧米では、学校・福祉・医療施設で共

通に使用できる行動障害の評価尺度として、

BPI-01（Behavior Problems Inventory（問題

行動評価尺度）；Rojahn et al., 2001）の短

縮 版 で あ る BPI-S （ Behavior Problems 

Inventory-Short Form：問題行動評価尺度短縮

版；Rojahn et al., 2012a, 2012b）が普及し

ている。この BPI-S は、知的障害児者の問題行

動として代表的な自傷行動、常同行動、攻撃的

／破壊的行動について、その頻度と重症度をそ

れぞれ評価する有用な評価尺度である。BPI-01

および BPI-S は、筆者らによって翻訳されてい

る。 

本研究では、BPI-S の日本語版について、強

度行動障害者に対する評価者間信頼性および

再検査信頼性を検討することを目的として行

う。 

 

Ｂ.研究方法 

１．対象 

再検査信頼性 

 強度行動障害児者の利用実績のある全国の

障害福祉サービス事業所 18 施設（施設入所支

援、通所生活介護、福祉型障害児入所施設）に

対して研究協力の依頼を行った。対象は、障害

支援区分認定項目のうち行動関連項目の合計

が 10点以上の者とし、1事業所につき 2～3ケ

ースの協力を依頼し、42名（男：女＝30：12、

平均年齢±標準偏差＝34.23±12.45）から協力

が得られた。 

 

評定者間信頼性 

強度行動障害児者の利用実績のある全国の

障害福祉サービス事業所 18 施設（施設入所支

援、通所生活介護）に対して研究協力の依頼を

行った。そのうち、17 施設は評定者間信頼性に

関する研究協力を依頼した 18 施設とは異なる

施設に依頼した。対象は、障害支援区分認定項

目のうち行動関連項目の合計が 10 点以上の者

とし、1 事業所につき 2～3 ケースの協力を依

頼し、42 名（男：女＝31：11、平均年齢±標準

偏差＝30.4±8.61）から協力が得られた。 

 

２．方法 

再検査信頼性 

対象者をよく知る評定者 1名に、2週間の間

隔をあけて 2 回、BPI-S に回答してもらった。

評定者は、知的障害児者への支援に関する実務

経験が 1年以上あり、対象への直接支援を 6ヶ

月以上経験していること条件に、各事業所で選

定してもらった。評定者には、2回目の評定を

行う際に、1 回目の評定を参照したり、1 回目

の結果と比較して修正しないよう依頼した。 

 

評定者間信頼性 

 対象をよく知る評価者 2 名がそれぞれ独立

して BPI-S に回答してもらった。評定者は、知

的障害児者への支援に関する実務経験が 1 年

以上あり、対象への直接支援を 6ヶ月以上経験

していること条件に、各事業所で選定してもら

った。各評定者には、互いの評定を比較して結

果を擦り合わせたりせず、独立して評定するよ

う依頼した。 

 

３．尺度 

BPI-S は、知的障害あるいはその他の発達障

害のある人の自傷行動、常同行動、攻撃的／破

壊的行動について、対象者をよく知る他者記入

式の質問紙である。全 30 項目からなり、下位

尺度は自傷行動 8 項目、攻撃的／破壊的行動

10 項目、常同行動 12 項目、である。行動上の

問題とするためには、当該項目が少なくとも過

去 2 か月の間に１回以上生起する必要がある。

BPI-01の短縮版であるがBPI-01の項目と全く

同じものと、BPI-01 の項目から抜粋し統合し

たりしているものがあり、自傷行動 8項目のう

ち前者は 4項目、後者は 4項目である。攻撃的

／破壊的行動 10 項目のうち前者 9 項目、後者

1項目、常同行動12項目のうち前者は7項目、

後者は 5項目である。各項目は、頻度と重症度

を分けて評定するようになっているが、常同行

動については頻度のみを評定する。頻度は 5件

法（0＝一度もない、1=1 ヵ月に一度、2=1 週間
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に一度、3＝1 日に一度、4＝1 時間に一度）で

評定し、重症度は 4件法（0＝問題なし、1＝軽

度の問題、2=中度の問題、3=重度の問題）で評

定する。得点が高くなるほど、頻度が高くなり、

また重症度も重くなる。自傷行動の包括的定義

は、「自傷行動は、自分自身の身体に損傷を与

える行動を指す；例：損傷は、すでに起きてい

る場合もあれば、それをやめさせなければ起き

ることが予想される場合もある。自傷行動は同

じやり方で何度も何度も繰り返され、その人に

特徴的な行動である。」、常同行動の包括的定義

は、「常同行動は、一般の人には異常で、奇妙

で、不適切に見えるものである。常同行動は、

同じやり方で何度も何度も繰り返される自発

的な行為であり、その人に特徴的な行動である。

しかしながら、常同行動は、身体的な損傷を引

き起こさない。」、攻撃的／破壊的行動の包括的

定義は、「攻撃的／破壊的行動は、 攻撃的な行

為であり、また他の人や物に直接向けて明らか

な攻撃をすることである。攻撃的／破壊的行動

は、同じやり方で何度も何度も繰り返され、そ

の人に特徴的な行動である。」とされている。 

 

４．解析 

再検査信頼性、評定者間信頼性いずれについ

ても、自傷行動、常同行動、攻撃的／破壊的行

動の下位尺度ごとの頻度合計得点、重症度合計

得点、および全体の合計得点について、級内相

関係数（ICC）を求めた。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、独立行政法人国立重度知的障害者

総合施設のぞみの園研究倫理委員会の承認を

受けて行われた。対象者は知的障害があり、本

研究の内容に関するアセントを得ることは難

しいため、代諾者に書面で説明し、アセントを

得た。 

 

Ｃ.調査結果 

 表１に再検査における ICC を示した。下位尺

度および合計の頻度得点および重症度得点は

すべて 0.9 を超え、良好な信頼性を有すること

が明らかとなった。 

表２に評定者間における ICC を示した。自傷

行動の重症度得点および攻撃的／破壊的行動

の頻度得点の ICC はいずれも 0.8 を超え良好

な信頼性を有し、自傷行動の頻度得点、合計の

頻度得点、重症度得点の ICC はいずれも 0.7 を

超え一定の信頼性を有することが明らかとな

った。一方、攻撃的／破壊的行動の重症度得点

および常同行動の頻度得点の ICC は 0.5～0.6

の範囲を示し、中程度の信頼性を有することが

示された。 

 

Ｄ.考察 

本研究により、日本語版 BPI-S の再検査信頼

性および評定者間信頼性が検討された。その結

果、良好な再検査信頼性および十分な評定者間

信頼性を有することが示唆された。 

しかしながら、同時に評定者間信頼性に関し

ては一定の課題を有することが明らかとなっ

た。一部の下位尺度項目である攻撃的／破壊的

行動の重症度得点および常同行動の頻度得点

では、ICC 係数が 0.5～0.6 の範囲にあり、中

程度の信頼性を示している。このことは、他の

下位尺度と比して評定者によって評価が分か

れやすい項目であると考えられる。本研究では、

評定者として実務経験が 1年以上あり、対象へ

の直接支援を 6 ヶ月以上経験している者 2 名

が選ばれた。従って、対象の行動については比

較的よく理解している者であると考えられる

が、この評価の差異が対象に一日に接する時間

数、あるいは週あたりに接する時間数の差異に

よるものなのか、今後より詳細な検討が必要で

ある。この評定者間信頼性を高める方法が明ら

かになることにより、BPI-S の評定に必要な研

修内容に示唆を与える事になると考えられる。 

 

Ｅ.結論 

 本研究により、日本語版 BPI-S は十分な評定

者間信頼性および再検査信頼性を有すること

が示唆された。 
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Ｆ．健康危険情報  

なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 なし 

２．学会発表 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
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３．その他 なし 
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表 1 再検査間による対象の BPI-S 得点 

 1 回目 

（n=42） 

2 回目 

（n=42） 

ICC 

自傷行動       頻 度 6.43 6.62 .935*** 

           重症度 4.02 4.05 .937*** 

攻撃的／破壊的行動  頻度 7.98 7.90 .942*** 

           重症度 6.31 6.19 .911*** 

常同行動       頻 度 20.40 20.88 .940*** 

合計         頻 度 34.81 35.40 .954*** 

           重症度 10.33 10.24 .927*** 

*** p<.001 

 

 

 

表 2  評定者間による対象の BPI-S 得点および級内相関係数（ICC） 

 評定者 1 

（n=42） 

評定者 2 

（n=42） 

ICC 

自傷行動       頻 度 6.86 7.62 .747*** 

           重症度 4.93 5.10 .821*** 

攻撃的／破壊的行動  頻度 9.50 8.17 .801*** 

           重症度 8.33 6.86 .637*** 

常同行動       頻 度 21.89 20.17 .518*** 

合計         頻 度 38.24 35.95 .721*** 

           重症度 13.26 11.95 .740*** 

*** p<.001 

 

 


